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がん看護学実習 I・II・III 6 units

Chiemi Onishi · Professor / Health Sciences, Keiko Mori ·Associate Professor / Health Sciences

Target〉 <実習 I> 複雑な健康問題をもつがん患者とその家族に対して，質の高
い卓越した看護を提供するために必要な，高度な知識と臨床判断，技術力の
習熟化を目指す．また．がんチーム医療が十分に機能し活性化するための高
度実践看護職の役割を学び，必要な問題解決力や調整力，指導力を養う． <
実習 II> がん看護の分野において，専門看護師に期待される役割である実践・
相談・調整・倫理調整・教育・研究について学ぶ．また，これらの役割を通
して看護現場の質向上に繋げるための高度看護専門職業人としての姿勢や能
力開発について探求する． <実習 III> がん看護実習 Iおよび IIの学習をもと
に，自らの関心領域 (サブスペシャリティー)について，より質の高い看護実
践力を養う．また，がん看護専門看護師として，病院および地域における連
携，チーム医療を学ぶ．更に，専門看護師としての役割開発を実践するチャ
レンジ精神を養う．

Outline〉 実習 I:複雑な健康問題をもつがん患者・家族に対して，概念や理論，エ
ビデンスに基づいた知識や実践知に基づいてアセスメントを行い，個別的・全
人的な視点からの看護実践を行う． 実習 II:がん専門看護師の指導を得て，専
門看護師としての実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究の役割について学
ぶ． 実習 III:実習 Iおよび IIの学習をもとに，自らの関心領域について，看
護介入計画を立案し，実践する．この時，がん専門看護師の 6つの役割につ
いて複数の役割を組み入れた実習とすること． <実習施設 > 1．徳島大学医
学部・歯学部附属病院 2．徳島日赤病院 3．大阪大学医学部附属病院 4．四
国がんセンター *実習 IIは，大阪大学医学部附属病院あるいは四国がんセン
ターで行う．

Notice〉 履修条件:臨床経験が 3年以上あること. 実習要項参照のこと
Schedule〉

1.〈実習 I〉自らの重点的課題を明確にして，実習計画を作成・実習
2.〈実習 I〉定期的にカンファレンスを企画する．必要に応じて，医師や他
のコメディカルスタッフに参加依頼する

3.〈実習 II〉1)がん専門看護師のスーパーバイズを受けながら，目標を達
成する

4.〈実習 II〉2)自己の実習目標の明確化
5.〈実習 II〉3)日々の実習に関して，ジャーナルの記述
6.〈実習 II〉4)専門看護師の役割の実際および自己の課題のレポート
7.〈実習 III〉1)自らの関心領域について，がん専門看護師の役割を複数組
み込んだ実習計画を立案

8.〈実習 III〉2)実習のテーマ，アセスメント，援助方法，評価方法など，
計画にして計画立案のこと

9.〈実習 III〉3)他職種との調整や看護スタッフを巻き込んだがん患者のた
めのケア改善プログラム，院内教育などの企画運営実施も含めて良い

Evaluation Criteria〉 ケースレポート，目標の達成状況を自己評価，他者評価を
総合して評価．

Textbook〉 指定無し
Reference〉 随時紹介
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216963
Contact〉
⇒ Onishi (+81-88-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: Thursday, 17:00˜)
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